
 

医療機関名一覧表について 

 

第７次新潟県地域保健医療計画の【Ⅱ各論 第１章第１節及び第２節】

に記載されている５疾病・５事業及び在宅医療等※ごとの「医療連携体制

において必要となる医療機能」を有する医療機関名を掲載したものです。 

 
＜ 留意事項 ＞ 

 

・県内の医療機関（病院及び一般診療所）を対象に実施した「医療機能調査」結果

（周産期医療については、分娩取扱医療機関に対するアンケート調査の結果）を

基に、二次保健医療圏ごとに医療機関名を掲載しています。 

・第７次新潟県地域保健医療計画において、病期の区分や機能ごとに医療機関に求

められる事項を定め、その該当の有無を医療機関が自己申告で回答する形式で「医

療機能調査」を行いました。 

・病期の区分や機能ごとに医療機関に求められる事項の全てを満たすと回答のあっ

た医療機関名を掲載しています。（精神疾患に係る機能を有する医療機関名につ

いては、第７次新潟県地域保健医療計画内（P.48、49、55、56）に掲載していま

す。） 

・一覧表に掲載している医療機関以外にも「５疾病・５事業及び在宅医療等」に係

る診療を行っている場合があり、県民の皆様の受療行動を制限するものではあり

ません。また、一覧表に掲載している医療機関が「いつでも」診療等を行ってい

ることを保証するものではなく、ベッドの空き状況や診療時間等の制約がありま

す。 

・医療機関の所在地や診療内容に関する情報は、『にいがた医療情報ネット』 

（http://qq.niigata-iyaku.jp/）で確認いただけます。 

・実際の受診に当たっては、事前に医療機関に確認されるとより確実です。 

・掲載する医療機関名は、随時更新を行います。 

 
 

※ ５疾病・５事業及び在宅医療等 

がん、脳卒中、心血管疾患、糖尿病、精神疾患、救急医療、災害医療、へき地の医療、周産期

医療、小児医療、在宅医療等 
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＜下越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療

【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能
下越圏域

新潟県立坂町病院（村上市）

村上総合病院（村上市）

医療法人社団　共生会　中条中央病院（胎内市）

新発田市 村上市 胎内市

- しぶや小児科医院 坂上医院

聖籠町 関川村 粟島浦村

- - -

【求められる事項】

　・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

　・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

　　小児科センター等へ紹介すること。

　・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

　　に対し支援を実施すること。

　・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

　　含む｡)を調整すること。

　・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

　・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能
下越圏域

-

新発田市 村上市 胎内市

医療法人社団　笹川医院 澤田医院 -

久代医院 しぶや小児科医院

すどう小児クリニック 初野医院

聖籠町 関川村 粟島浦村

- - -

【求められる事項】

　・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

　　こと。

　・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

　　期小児救急医療に参画すること。

＜下越＞小児
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＜下越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能
下越圏域

新潟県立新発田病院（新発田市）

村上総合病院（村上市）

【求められる事項】

　・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

　・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

　　で求められる小児医療を全体として実施すること。

　・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】入院小児救急

【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能
下越圏域

新潟県立新発田病院（新発田市）

新潟県立坂町病院（村上市）

村上総合病院（村上市）

【求められる事項】

　・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

　　と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

　　うこと。

　・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

＜下越＞小児
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＜下越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能
下越圏域

新潟県立新発田病院（新発田市）

【求められる事項】

　・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

　　を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療

【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能
下越圏域

新潟県立新発田病院（新発田市）

【求められる事項】

　・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

　　救急医療を24時間365日体制で実施すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

＜下越＞小児
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＜新潟圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年２月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療

【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能

新潟医療生活協同組合　木戸病院（新潟市東区）

医療法人恒仁会新潟南病院（新潟市中央区）

新潟県はまぐみ小児療育センター（新潟市中央区）

新潟市民病院（新潟市中央区）

新潟大学医歯学総合病院（新潟市中央区）

独立行政法人国立病院機構西新潟中央病院（新潟市西区）

済生会新潟第二病院（新潟市西区）

新潟医療センター（新潟市西区）

吉沢医院

【求められる事項】

　・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

　・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

　　小児科センター等へ紹介すること。

　・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

　　に対し支援を実施すること。

　・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

　　含む｡)を調整すること。

　・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

　・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

医療法人社団こども輝き発達クリニックぱすてる -

- - -

新潟市西区 新潟市西蒲区 五泉市

新潟圏域

新潟市北区 新潟市東区 新潟市中央区

新潟市江南区 新潟市秋葉区 新潟市南区

- - -

阿賀野市 阿賀町 -

- - -

＜新潟＞小児
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＜新潟圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年２月現在）

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能

新潟医療生活協同組合　木戸病院（新潟市東区）

医療法人恒仁会新潟南病院（新潟市中央区）

新潟市民病院（新潟市中央区）

新潟大学医歯学総合病院（新潟市中央区）

済生会新潟第二病院（新潟市西区）

新潟医療センター（新潟市西区）

やまもと小児科 阿部・島本小児科内科医院

（医）大橋みなこキッズクリニック

医療法人社団よいこの小児科さとう

おひさま・こどもクリニック

かわさきこどもクリニック

さかのこどもクリニック

たけうち小児クリニック

医療法人社団さとう小児科医院 杉山内科医院

（医）おおさわ小児科医院 高木医院 医）わたべこどもクリニック

こどもクリニックかんとう

【求められる事項】

　・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

　　こと。

　・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

　　期小児救急医療に参画すること。

-

- - -

-

新潟市江南区 新潟市秋葉区 新潟市南区

新潟圏域

新潟市北区 新潟市東区 新潟市中央区

新潟市西区 新潟市西蒲区 五泉市

阿賀野市 阿賀町 -

＜新潟＞小児
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＜新潟圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年２月現在）

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能

医療法人恒仁会新潟南病院（新潟市中央区）

新潟県はまぐみ小児療育センター（新潟市中央区）

新潟県立がんセンター新潟病院（新潟市中央区）

新潟市民病院（新潟市中央区）

新潟大学医歯学総合病院（新潟市中央区）

済生会新潟第二病院（新潟市西区）

独立行政法人国立病院機構西新潟中央病院（新潟市西区）

新潟医療センター（新潟市西区）

南部郷総合病院（五泉市）

【求められる事項】

　・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

　・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

　　で求められる小児医療を全体として実施すること。

　・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】入院小児救急

【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能

医療法人恒仁会新潟南病院（新潟市中央区）

新潟市民病院（新潟市中央区）

新潟大学医歯学総合病院（新潟市中央区）

済生会新潟第二病院（新潟市西区）

独立行政法人国立病院機構西新潟中央病院（新潟市西区）

新潟医療センター（新潟市西区）

南部郷総合病院（五泉市）

【求められる事項】

　・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

　　と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

　　うこと。

　・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

新潟圏域

新潟圏域

＜新潟＞小児
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＜新潟圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年２月現在）

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能

新潟市民病院（新潟市中央区）

新潟大学医歯学総合病院（新潟市中央区）

【求められる事項】

　・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

　　を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療

【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能

新潟市民病院（新潟市中央区）

新潟大学医歯学総合病院（新潟市中央区）

【求められる事項】

　・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

　　救急医療を24時間365日体制で実施すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

新潟圏域

新潟圏域

＜新潟＞小児
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＜県央圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表  

（2019年１月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療

【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能
県央圏域

新潟県立吉田病院（燕市）

三条市 加茂市 燕市

- - 水澤こどもクリニック

弥彦村 田上町 -

- - -

【求められる事項】

　・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

　・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

　　小児科センター等へ紹介すること。

　・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

　　に対し支援を実施すること。

　・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

　　含む｡)を調整すること。

　・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

　・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能
県央圏域

-

三条市 加茂市 燕市

医療法人社団桑原小児科医院 いからし小児科アレルギークリニック たかだ小児科医院

医療法人社団さいとう小児科 皆川小児科医院 水澤こどもクリニック

水野内科クリニック

弥彦村 田上町 -

- - -

【求められる事項】

　・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

　　こと。

　・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

　　期小児救急医療に参画すること。

＜県央＞小児

17／23



＜県央圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表  

（2019年１月現在）

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能
県央圏域

-

【求められる事項】

　・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

　・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

　　で求められる小児医療を全体として実施すること。

　・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】入院小児救急

【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能
県央圏域

新潟県立吉田病院（燕市）

【求められる事項】

　・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

　　と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

　　うこと。

　・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

＜県央＞小児

18／23



＜県央圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表  

（2019年１月現在）

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能
県央圏域

-

【求められる事項】

　・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

　　を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療

【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能
県央圏域

-

【求められる事項】

　・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

　　救急医療を24時間365日体制で実施すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

＜県央＞小児

19／23



＜中越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
 （2019年１月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療

【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能

長岡赤十字病院（長岡市）

新潟県厚生農業協同組合連合会　長岡中央綜合病院（長岡市）

柏崎総合医療センター（柏崎市）

国立病院機構新潟病院（柏崎市）

あたごこどもクリニック

【求められる事項】

　・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

　・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

　　小児科センター等へ紹介すること。

　・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

　　に対し支援を実施すること。

　・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

　　含む｡)を調整すること。

　・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

　・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能

立川綜合病院（長岡市）

長岡赤十字病院（長岡市）

新潟県厚生農業協同組合連合会　長岡中央綜合病院（長岡市）

柏崎総合医療センター（柏崎市）

あたごこどもクリニック おぎた小児科医院 にたはらこどもクリニック

太田こどもクリニック

おくがわ小児クリニック

おのづかこどもクリニック

キャッツこどもクリニック

生協こどもクリニック

高橋内科医院

【求められる事項】

　・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

　　こと。

　・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

　　期小児救急医療に参画すること。

中越圏域

長岡市 柏崎市 小千谷市

見附市 出雲崎町 刈羽村

- -

中越圏域

長岡市 柏崎市 小千谷市

見附市 出雲崎町 刈羽村

- - -

- - -

＜中越＞小児

23／32



＜中越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
 （2019年１月現在）

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能

社会福祉法人　長岡福祉協会　長岡療育園（長岡市）

長岡赤十字病院（長岡市）

新潟県厚生農業協同組合連合会　長岡中央綜合病院（長岡市）

柏崎総合医療センター（柏崎市）

国立病院機構新潟病院（柏崎市）

【求められる事項】

　・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

　・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

　　で求められる小児医療を全体として実施すること。

　・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】入院小児救急

【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能

長岡赤十字病院（長岡市）

新潟県厚生農業協同組合連合会　長岡中央綜合病院（長岡市）

柏崎総合医療センター（柏崎市）

国立病院機構新潟病院（長岡市）

【求められる事項】

　・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

　　と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

　　うこと。

　・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

中越圏域

中越圏域

＜中越＞小児

24／32



＜中越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
 （2019年１月現在）

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能

長岡赤十字病院（長岡市）

国立病院機構新潟病院（長岡市）

【求められる事項】

　・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

　　を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療

【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能

長岡赤十字病院（長岡市）

【求められる事項】

　・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

　　救急医療を24時間365日体制で実施すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

中越圏域

中越圏域

＜中越＞小児

25／32



＜魚沼圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療
【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能

新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院（南魚沼市）

十日町市 魚沼市 南魚沼市

- - 今泉記念館　ゆきあかり診療所

湯沢町 津南町 -

- - -

【求められる事項】

　・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

　・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

　　小児科センター等へ紹介すること。

　・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

　　に対し支援を実施すること。

　・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

　　含む｡)を調整すること。

　・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

　・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能

新潟県立十日町病院（十日町市）

十日町市 魚沼市 南魚沼市

- - -

湯沢町 津南町

- - -

【求められる事項】

　・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

　　こと。

　・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

　　期小児救急医療に参画すること。

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能

新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院（南魚沼市）

【求められる事項】

　・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

　・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

　　で求められる小児医療を全体として実施すること。

　・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

魚沼圏域

魚沼圏域

魚沼圏域

＜魚沼＞小児

18／24



＜魚沼圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】入院小児救急
【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能

新潟県立十日町病院（十日町市）

新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院（南魚沼市）

【求められる事項】

　・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

　　と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

　　うこと。

　・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能

新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院（南魚沼市）

【求められる事項】

　・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

　　を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療
【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能

新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院（南魚沼市）

【求められる事項】

　・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

　　救急医療を24時間365日体制で実施すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

魚沼圏域

魚沼圏域

魚沼圏域

＜魚沼＞小児

19／24



＜上越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療

【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能

糸魚川総合病院（糸魚川市）

けいなん総合病院（妙高市）

新潟県厚生連上越総合病院（上越市）

糸魚川市 妙高市 上越市

山本医院 - 内山医院

川端内科消化器科医院

【求められる事項】

　・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

　・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

　　小児科センター等へ紹介すること。

　・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

　　に対し支援を実施すること。

　・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

　　含む｡)を調整すること。

　・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

　・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能

けいなん総合病院（妙高市）

糸魚川市 妙高市 上越市

- - 医療法人社団浦川原診療所

内山医院

川端内科消化器科医院

小林医院

さいとう診療所

古川内科医院

山田クリニック

【求められる事項】

　・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

　　こと。

　・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

　・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

　　期小児救急医療に参画すること。

上越圏域

上越圏域

＜上越＞小児
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＜上越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能

糸魚川総合病院（糸魚川市）

新潟県厚生連上越総合病院（上越市）

新潟県立中央病院（上越市）

【求められる事項】

　・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

　・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

　　で求められる小児医療を全体として実施すること。

　・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】入院小児救急

【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能

糸魚川総合病院（糸魚川市）

けいなん総合病院（妙高市）

新潟県厚生連上越総合病院（上越市）

新潟県立中央病院（上越市）

【求められる事項】

　・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

　　と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

　・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

　　うこと。

　・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

上越圏域

上越圏域

＜上越＞小児
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＜上越圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表
（2019年１月現在）

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能

けいなん総合病院（妙高市）

新潟県立中央病院（上越市）

【求められる事項】

　・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

　　を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療

【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能

けいなん総合病院（妙高市）

新潟県立中央病院（上越市）

【求められる事項】

　・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

　　救急医療を24時間365日体制で実施すること。

　・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

　・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

上越圏域

上越圏域

＜上越＞小児
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＜佐渡圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表  

（2019年１月現在）

【病期の区分】小児医療過疎地域を含む一般小児医療

【医療機能】小児医療過疎地域を含む一般小児医療(初期小児救急医療を除く｡)を担う機能
佐渡圏域

佐渡市立両津病院

新潟県厚生農業協同組合連合会 佐渡総合病院

【求められる事項】

 ・一般的な小児医療に必要とされる診断・検査・治療を実施すること。

 ・入院設備を有する場合は、軽症の入院診療を実施すること。なお、小児医療過疎地域においては、必要に応じて地域

  小児科センター等へ紹介すること。

 ・他の医療機関の小児病棟やＮＩＣＵ等から退院するに当たり、生活の場（施設を含む｡)での療養・療育が必要な小児

  に対し支援を実施すること。

 ・訪問看護ステーション、福祉サービス事業者、行政等との連携により、医療、介護及び福祉サービス（レスパイトを

  含む｡)を調整すること。

 ・家族に対する身体的及び精神的サポート等の支援を実施すること。

 ・慢性疾患の急変時に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

 ・専門医療を担う地域の病院と、診療情報や治療計画を共有するなどして連携していること。

【病期の区分】初期小児救急

【医療機能】初期小児救急医療を担う機能
佐渡圏域

医療法人社団 近藤内科胃腸科

【求められる事項】

 ・小児初期救急センター、休日夜間急患センター等において平日昼間や夜間休日における初期小児救急医療を実施する

  こと。

 ・緊急手術や入院等を要する場合に備え、対応可能な医療機関と連携していること。

 ・地域で小児医療に従事する開業医等が、病院の開放施設（オープン制度）や小児初期救急センター等、夜間休日の初

  期小児救急医療に参画すること。

【病期の区分】小児専門医療

【医療機能】小児専門医療を担う機能
佐渡圏域

新潟県厚生農業協同組合連合会 佐渡総合病院

【求められる事項】

 ・高度の診断・検査・治療や勤務医の専門性に応じた専門医療を行うこと。

 ・一般の小児医療を行う機関では対応が困難な患者や常時監視・治療の必要な患者等に対する入院診療を行うこと。

 ・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域における医療機関と、小児医療の連携体制を形成することにより、地域

  で求められる小児医療を全体として実施すること。

 ・より高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

 ・療養・療育支援を担う施設との連携や、在宅医療を支援をしていること。

 ・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

＜佐渡＞小児
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＜佐渡圏域＞「小児医療」に係る医療連携体制を担う医療機関名一覧表  

（2019年１月現在）

【病期の区分】入院小児救急

【医療機能】入院を要する救急医療を担う機能
佐渡圏域

佐渡市立両津病院

新潟県厚生農業協同組合連合会 佐渡総合病院

【求められる事項】

 ・小児科医師や看護師などの人員体制を含めて、入院を要する小児救急医療を24時間365日体制で実施可能であるこ

  と。（オンコールでの対応、輪番制参加病院群としての対応でも可。）

 ・小児科を標榜する診療所や一般病院等の地域医療機関と連携し、地域で求められる入院を要する小児救急医療を担

  うこと。

 ・高度専門的な対応について、高次機能病院と連携していること。

 ・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

 ・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】高度小児専門医療

【医療機能】高度な小児専門医療を担う機能
佐渡圏域

-

【求められる事項】

 ・広範囲の臓器専門医療を含め、第二次小児医療機関では対応が困難な患者に対する高度専門的な診断・検査・治療

  を実施し、医療人材の育成・交流などを含めて地域医療に貢献すること。

 ・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

 ・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

【病期の区分】小児救命救急医療

【医療機能】小児の救命救急医療を担う機能
佐渡圏域

-

【求められる事項】

 ・第二次小児医療機関からの紹介患者や重傷外傷を含めた救急搬送による患者を中心として、重篤な小児患者に対する

  救急医療を24時間365日体制で実施すること。

 ・療養・療育支援を担う施設と連携していること。

 ・家族に対する精神的サポート等の支援を実施すること。

＜佐渡＞小児
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